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１．研究の背景と目的  

 近年，我が国では開発事業などにより影響を受ける生態系や絶滅危惧種への影響を定量的に評価する手法の

一つとして，生息域適性指数モデル（Suitability Index モデル，以下 SI モデル）が実務レベルで利用され

始めており（例えば，増田ら, 2005），様々な生物種の SI モデルが構築されている（久喜ら, 2004）．また，

愛知県などでは SI モデルを活用し，広域に絶滅危惧種などの潜在的な生息可能エリアを示した生物多様性ポ

テンシャルマップの作成などの新たな取り組み（愛知県，2010）がなされているが，地域特性に応じた適切な

保全の実施には，SI モデルの数が十分とはいえないため，今後，これらの蓄積が必要不可欠となっている． 

そこで，本研究では愛知県名古屋市により 2010 年に準絶滅危惧に指定され，保全のニーズが高く，人気種

で森林に生息するヒメボタルを対象とし，SI モデルの構築に向けた各種調査とモデルの適用評価を実施した． 

２．研究の方法 

 本研究では，はじめにヒメボタルの SI モデルの構築に向けて，既存文献によるデータの整理と，ヒメボタ

ルの保全活動を長年実施している NGO（名古屋城外堀ヒメボタルを受け継ぐ者たち）の方々や専門家の方々に

インタビュー調査を実施し，どのような環境条件を好んでヒメボタルが生息しているのかについて整理した．

その結果，SI モデルを構築する生息必須条件として，林冠被覆割合，土壌の含水比，落ち葉の被覆割合，地

面の傾斜角（斜度）を抽出した．インタビュー調査では，幼虫と成虫の発見場所がほぼ同じエリアで，同じよ

うな生息環境を好んでいる可能性が高いという意見が多かったことから，特に幼虫の生息環境に着目してモデ

ル構築を行った．次に，名古屋大学内でヒメボタル成虫の飛来が確認されたエリアを中心に幼虫の罠を設置し，

各罠の設置地点において上述の項目に関する生息環境調査を実施してデータを収集し，SI モデルを構築した． 

最後に，構築した SI モデルを，名古屋大学内の４つの森林エリアに適用し，ケーススタディを実施した． 

３．ヒメボタルの SI モデルの構築 

ヒメボタルの幼虫の捕獲調査および生息環境調査を 2011 年 11 月 23 日～26 日と 2012 年 11 月 18 日～23 日

の 2 回実施した．調査エリアは野依記念学術交流館の近くの 2 ライン 160 地点に罠を設置し，2012 年の調査

では南に 1 ライン 50 個の罠を追加的に設置し合計 210 個の罠を設置した（図-1）。また，表-1 に示す通り，

生息必須条件以外にも地点ごとに現地調査を実施しデータを収集した．幼虫捕獲調査の結果，2011 年は 160

箇所中 35 箇所（捕獲率 21.9%），2012 年は 210 箇所 68 箇所（捕獲率 32.4%）で幼虫を捕獲することができた。 

次に 2011 年と 2012 年の現地調査データおよびインタビュー調査結果を基に SI モデルを構築した（図-2）． 
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図-1 調査対象エリアと罠の写真 

表-1 生息環境調査の項目 

調査項目 調査方法 調査道具・機械 

林冠被覆割合 地表面から上空を写真撮影し計測。 デジカメ 

土壌含水比 土壌水分計で計測 土壌水分計 

落ち葉の割合 地表面を写真撮影し計測 デジカメ 

傾斜角（傾斜の向き） 地点ごとに傾斜計で計測 傾斜計 

下草の割合 地表面を写真撮影し計測 デジカメ 

土壌硬度 地点ごとに土壌硬度計にて計測 土壌硬度計 

リターの深さ 土を掘って深さを計測 スコップ、メジャー 

土木学会第68回年次学術講演会(平成25年9月)

 

-37-

 

Ⅶ-019

 



林冠被覆割合の SI モデルは，20％未満で捕獲率が 0%で，30%以上になるとある程度の捕獲率が確認され，

50%以上になると高い捕獲率となっていることから，30%以上から SI 値が増加し 50%以上で SI 値が 1.0 となる

ように設定した．土壌含水比の SI モデルは，土壌含水比別捕獲率の現地調査結果を基に幼虫が多く捕獲でき

た 20％～50％の範囲を最適な SI 値として設定し，50％以上より SI 値が減少するモデルとした．落ち葉の被

覆割合の SI モデルは，インタビュー調査で落ち葉の裏に生息している場合も多くみられるという報告があっ

たことから，落ち葉のある環境がより望ましいと判断し，落ち葉の被覆割合が 0%の場合は SI 値を 0とし，50%

で SI 値が 1.0 となるように設定した．傾斜角（斜度）の SI モデルは，0 度～60 度で捕獲率が高かったため，

60 度まで SI 値を 1.0 とし，80 度から SI 値 0.1 として設定した． 

４．ヒメボタルの SI モデルの適用と考察 

 森林評価を実施するために名古屋大学内の森林を地球水循環研究センター（以下、水循環）エリア，エコト

ピア科学研究所エリア，野依記念学術交流館エリア，水田エリアの 4エリアに分け，2011 年と 2012 年に現地

調査を実施してデータを収集し，SI モデルを適用した．総合的な質を表す HSI（Habitat Suitability Index）

値は算術平均により算定した．その結果，ヒメボタルの生息環境は，水循環エリア，野寄エリア，水田エリア

で全ての SI 値が 1.0 となり，HSI 値も 1.0 で最適な生息環境であると評価することができた．エコトピアエ

リアのみ土壌含水比の SI 値が 0.71 であったため，HSI は 0.93 となったが，環境の質的には高い値となった． 

今後の課題として，データの蓄積を増やしていくとともに，その他の環境要因や地点ごとの捕獲率に影響を

与える要因などについてさらに分析を進め，SI モデルの精緻化を行っていく必要がある．  
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表-2 各 SI モデルの適用評価結果 

エリア
項目 値 SI 値 SI 値 SI 値 SI

V1：林冠被覆割合(%) 71.1 1 66.1 1 60 1 77.8 1
V2：土壌の含水比(%) 36.3 1 64.3 0.71 34.3 1 27.8 1

V3：落ち葉の被覆割合(%) 86.9 1 98.6 1 86.7 1 77.7 1
V4：地面の斜度(度) 21.6 1 10 1 20.4 1 16.6 1

HSI値（SI値の幾何平均） 1.0 0.93 1.0 1.0

野依 水田水循環 エコトピア西

 
図-2 構築したヒメボタルの SI モデル 
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